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世 界 に お け る ゴ マ 食文化 （第 1報）
　　　 ゴ マ 種 子利用の 地域 的特 徴 に つ い て

Cultural　Studies　on 　the　Usage 　of　Sesame 　as 　a

　　Dietary　Material　in　the　World （Part　1）

ACharacteristic　Method 　of　the　Sesame　Seed
　　　　　for　Cooking　in　Each　Area
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　This　study 　clarifies 　the　cooking 　methods 　used 　for　sesame 　seeds 　throughout 　the　world ．　AIユswers 　to
aquestionnaire 　were 　received 　from 　252　persons　in　38　countries 　during　January−March　1993，　 and

literature　research 　was 　conducted 　on
“Sekai　no 　tabemono

”
published　by　Asahi （1980−1982）and 　on

“Africa　and 　Arab　cooking
”．

　In　East　Asia，　both　white 　and 　black　seeds 　are 　used 　for　cooking 　in　the 　whole ，　rough 　ground 　or 　paste
forln．　On　the　other 　hand ，　ln　the　Near　and 　Middle　East

，
　mainly 　the　white 　seeds 　are 　used 　in　the　paste

for皿 ．　The 　differeエ1ce　in　the　usage 　of 　sesame 　between 　the 　two　regions 　seems 　te　principally　depend　upon
the　degree　of　grindin9．

　South　Asian　people　often 　eat 　sesame 　seed ，　although 　its　characteristic 　usages 　as 　a　food　was 　not 　clear
from　this　examination ．　In　North 　America

，
　only 　the　granular　type　of 　sesame 　seeds 　are 　used ，　while 　in

Europe　and 　South　Amer 童ca ，　 very 　little　use 　of 　the　seeds 　was 　found，

　It　is　apparent 　from　these　investigations　that　the　use 　of 　sesame 　depends　on 　the　dietary　culture

established 　in　each 　area 　of 　the 　world ．

キーワード ：ゴ マ 種 子 　Sesame
　 　 　 　 　 FQQd　Culture

Seed ；調理 Cooki  ；す リ ゴ マ Grinded　 sesame 　 seed ；食文 化

　 ゴ マ は ゴ マ 科 （Pedaliaceae），ゴ マ 属 （Sesamum ）

の 1年 生 草本 で，栽培種 は ほ と ん ど Sesamum 　in、

4嬬 隅 で あ る。ゴ マ の 栽培 は B．C．3000 年以前に ア フ

リカ の サバ ン ナ農耕文化 の 中で始 まっ た との 説が 有力

で あ り
1）

， 4大古代文 明圏 さらに その 後の 文明圏 で 貴重

な食品 として 扱わ れ，世 界 中に 伝播 した。そ の 過 程 で

遺伝子変異 に よ り環境適応種 が 生 じ，広 く栽培 が 可能

に な っ た作物で あ り， 小林
2，

は そ の伝播経路 および ゴ

マ の 起源 に つ い て 世 界 の ゴ マ を植 物遺伝学的に 研究 し

て い る。また 山崎
n’）

は香辛料 の
一

種 として ゴ マ の 歴史

を報告 し て い るが
，

ゴ マ が 世 界各地域 にお い て 食品 と

して 利用 さ れ て きた こ とに 関 して 詳細は不明 で ある。

　そ こ で，ゴ マ が各地 域 の 生 活 の 中 で どの よ うに 使 わ

れ，ど の よ うな ゴ マ 食文 化 が築か れ て い る か に つ い て

比 較研究を行 っ た 。
ゴ マ 種子 お よ び ゴ マ 油 の 食品 とし

て の 利 用 法に関 して 資料調査 お よ び 質問紙 調 査 を実施

し， 本報で は ゴ マ 種 子に関す る デ
ー

タを地 域別 に 分類

集計 し， 地域 ご とに共通する独 自の 調理法 を検 討 した。

＊

　聖 カタ リナ女 子短期 大学
＊ ＊

静岡大学教育 学部

研究方法

　1， 資料調査

　 ゴ マ 種 子 は 熱帯か ら温帯に あ た る地域 に お い て栽培

さ れ，広 く食用 され て い る と思 わ れ る が
，

囗 常的な調

理 に お い て 主 食で も副食 で もな く， わ き役的 ・
調味料

的な食品 で ある た め に，その 調理法 に関する資料は少

な い 。そ こ で ， 資料 と して 調理 書お よび 世 界 に お け る

ゴ マ 種子 の 生産地 と生産量 を調査 した。こ れ らの 結果

を ， 小林に よる ゴ マ 種子 の伝播経路
2｝に基づ い て 世界

の 8地域 （東 ア ジ ア ， 東南ア ジ ア，東南 ア ジ ア諸島，
南 ア ジ ア，中近東，ア フ リカ，ア ン グ ロ ア メ リカ お よ

び ラ テ ン ア メ リカ）に 分 類 集計 し
， 地域 ご とに共通す

る利 用 法 を調べ た。
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　調理書と して，編集当時の 世 界各地域 の 食生活を網

羅 し た週 刊朝 日百科 『世界 の 食べ もの 』
4〕

は 現在 の 食事

文化に通じ る基本的 な情報 が 記載さ れ て い る もの と考

えられるの で ， その 中か らゴ マ 種子 を使 っ た 料理や食

品に つ い て ゴ マ の 調理 法を抜粋 した。ま た それ らの 記

載 の 多か っ た 地 域 に つ い て は，詳 しい 情報を得 る た め

に そ の 地域の 料理 を総 括 し た 調理 書等
5”lo ）

を資料に

し，記載 が 認め ちれ なか っ た 地域 に つ い て は研 究誌

等
11”’14）

を調べ た。質問紙調査等 の 中で ゴ マ 研究者か ら

寄せ られ た情報も信頼が おけ るもの と し て資料 に加 え

た 。 日本に つ い て は ，
1993年 に 出版 さ れ た 日本各県 の

聞き書 で ある『日本 の 食生活全集』
15）

が ， 日常 の 食生活

に おけ る ゴ マ の 利用 を把握 で き る 資料 と思わ れ，49巻

にあ た る 「日本の 食事事典 1 素 材 編」の ゴ マ の 項 目を

基 に，各県の ゴ マ 料理 につ い て そ の記載数お よび調理 ．

法 を 調べ た。

　ゴ マ 種 子 の 生 産量 は
“
FAO 　Production 　Yearbook

”161

に より最 近数年間の デ
ー

タを調べ た。輸出入 量 に関し

て は，
“Oil　World

” 17＞
を参照 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 1．

　 2． 質問紙調査

　質問紙調査 は ゴ マ の 利用 に 関す る全 15項 目の 質問

を設定し （表 1）， 英語 の 他 中国語，ス ペ イ ン 語等に 翻

訳 し世界の 各地域 に お け る対 象者に 郵 送等で 依 頼 し

た。実施期 間は 1993年 1〜2 月と した
。 対象者は ゴ マ

研究者お よび 研究者を通 じて の 現地住民 ，
日本へ の 留

学 生
，
A 食品 会社 の 海外事業所 を通 じて の 現地住民，

ア フ リカ 中近東婦 人会 を通 じ て の 在 日大使 関係者 と

し， 各地域におけ る食生活が 反映 さ れ る ように 出身地

等 に 配慮 した。今回 ， 解析 を行 っ た 質 聞内容は ，
ゴマ

種 子 が どの 程度世 界 に知 られ て い る か，食べ られ て い

る か ， 家庭 で 使用す る頻度 とそ の 調理 ，
ゴ マ 種 子 を粒 ，

す リゴ マ ある い は ペ ー
ス トと ど の よ うな形態 で使用 し

て い る か，そ の ゴ マ 種子 の 色お よび 焙煎の有無 に つ い

て と した 。 調査 結果は ， 前 述 し た 資料調査 の 分類 に ヨ

ーロ ッ
パ を加 えて 世 界 9地 域に つ い て 分 類集計 し，

比

較 を行 っ た。な お ，オ セ ア ニ アおよび 旧 ソ連諸国は回

答が 得ら れ なか っ た の で 除 い た 。集計お よ び解析 は 統

計プ ロ グ ラ ム
“HALBAu

”1s）に よ っ た。

　　 　　　　　　　　　　　質 聞紙調査 の 内容 （原文 ）

　　 　　　　　　　　　　　 Questio皿 naire

　　　　　　　　　　　　　　 （PI。 ase ・ w ・it・ w ・ ・dS・in ［ ］・nd ・h・ ・k 血 （の ）

Ple。 、e　W ・iteア・・… u 岬 ［　 　 　 　 　 　 　 ］

Pfe。、e　 w ・i・・ ア・… g・ ・ ［ ］y・atS ・1d，（ ）副 ・，（ ）f・m ・1・

1． Do μ
  ow 齬 s  ame 訛 ed 　2

　　 （　）Yes　（　）No

2．　Do 　people　cultivate 　the 　ses 詛 ne 　seed 　in　your　country ？

　　 （ ）cultivate 　in 。ld匸imes，　but　 n・wada アs　n ・ t

　　 （　）cultivate 　bo山 in　old 　tirr　ees　and 　nowada ア
s

　　 （　＞cultivate 　as 　a　new 　crOP

　　 （ ）d。 n 。 t　cUltiv ・t・

　　 How 　much 　is　the　sesame 　seed 　produced血 アour 　countr ア ？

　　 ［ t・ n ／year］

3．　Do 　peeple　eat 　sesame 　s ¢ ed 　in アour 　country ？

　　 （ ）・ ・u ・lly　h・ ve ・ St・・k　 at　h・ m ・
，

・hen ・・e・it・in…   9

　　 （　）　usua 皿ア have　a　sto 匸k　at　home， 1｝ut 　not 　often 　use 　it　in　cooking

　　 （　）　usually 　have　a 　stock 　at 　home，　bUt　rare1
ア

ロ se 　it  ⊂ook 瓜9

　　 （　）　not 　have　a　steck 　at 　home，　but　eat　food　contain 血 g　dhe　sesame 　seed ・perhaps

　　 　　 purchased

　　 （　）　not 　have　a　stock 　at 　ho皿 e，　nor 　ea 匸 sesame 　seed

　　 （　）if　any 　o仁her　case ，
　please　write 　it　in　detail

　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 ］　　　　［

4．　In　what 　coo   g　do　peoP無 use 止 e　sesarrre 　seed 　in アour 　countr ア ？

　　（multipl ・ an ・W ・・s）

　　（ ）、al，d，（ ）・t・w ，　O 　d・es ・血 9，（ ）・… ting，

　　（ ）P・・。・，Ob ・ki・g， （ 〉。 ・be・ ・。 ・king

5． What 　 c。lor　of 　the 　sesame 　seed 　does　people　malnly 　use　？

　　（ ）bh 。k，（ ）whl ・・，（ ）b ・。 w4 （ ）1正gh・ b・・w 叫 （ ）mi ・ ・…
，

　　（ ）。 ther 　c・1。 t

6． In … e ・f … 1dng，　d・ Pe・pl・ u ・e ・ ・ w 。 ・ r。 ・ ・t・d … d ？
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                        tt51c tset 6  fvkSlb  (ag 1 eq)

       ( ) enly  raw  seed,  ( ) raw  or  roasted  seed,  ( ) only  roasted  seed

  7 If you  ariswer  
`iraw

 or  roasved  seed"  in the  above  guestion, prease answer  which  sbed

       is used  in the  foilowing coekings.

       satad:  ( ) raw,  ( ) reasted,  sbewing:  ( ) raw,  ( ) reasted,

       dressing: ( ) raw,  ( ) roasted,  paste: < ) raw,  ( ) reastecl,

       othet[  ]

  8 If reasted  sesame  seed  is used  in your country,  what  is the way  ef  roasting  it (if
       pessible, please illustrate the  way  by a  picture)

       ( ) some  kind ef  pan
       ( ) oven

       ( ) other  way

  9. Do  peopfe use  the sesame  seed  for another  purpose except  for fbod in your country?

       (, ) rnedicinal  Ltse,  ( ) fbed of  livestock

       ()ethet[ ]
 le. Do  people use  sesame  oil as  edible  oil in your country  ?

       ( ) usually  have a stoclc  at home, ofun  use  it in ceoking

       ( ) usually  have astock  at  heme, but net  often  use  it in cooking

       < ) usually  have a stock  at  home, but rarely  use  in it cooking

       ( ) not  have a stock  at  heme, but eat  either  preeessed food or  dishes in restaurant
            ceekod  with  sesame  oil

       ( ) net  have a  stock  at home and  net  use  it at  all

       ()other[ ]
 11. Wlvat celor  is the  sesame  oil  in your country?

       ( > ne  color,  ( ) light brown, ( ) brown, ( ) dark brown,
       ()ethEt[ ]
12. How  do people use  sesame  oil  far ccoking  in yout country?

       { ) deep fat frying, ( ) baking, ( ) pan frying, ( ) salad  dtessing,

       ()otiheF[ ]
 13. How  is the  oil  cake  frem the  sesame  seed  used  in your ceuntry?

       ( ) mginly  as  fbod, ( ) as both fbed and  animal  feed,

      ( ) mainly  as  animal  feed, ( ) net  used

14. VVhat kind ef  edible  oil  and  fat are  used  in your country  ?

      1) edible oil

             frequent use  (@), occasional  use  (O)
             ( ) soybean,  ( ) canola  (or rapeseed),  ( ) corn,  ( ) sunflowet,

             ( ) safflowet,  ( ) peanut, ( ) coconut,  ( ) palm, ( ) olive,

             ( ) sesame,  ( ) ttice  bran ( ) other  oil [ ]
      2) edible  fats

             frequent use  (@), eecasienal  use  (O)
             ( ) butter, ( ) matgatine,  ( ) lard, ( ) heed,
             ()other fats[ ]
15. ls the sesarnt  seed  ot  oil  found in a loczl ma:ket  in your cettntry  ?
      ( ) both sesame  seed  and  oil

      ( ) only  sesattxe seed

      ( ) only  sesame  oil

      ( ) neither  found in a  matket

      ( ) found as  the  preduct of  sesame  seed

             please write  the  name  of  product[ ]
      ( ) found as  the  product of  sesame  oil

             please write  the name  of  product[ ]

Thank  ypu very  much  for yeur coeperazien,

(Please return  before 28 February  1933)

                                       <283) 31
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調査結果 および考察

　1． 資料調査

　「世界 の 食べ もの 』を中心 に ， 主要な調理書に記載 さ

れ て い る ゴ マ 種子 の 調理 に つ い て ， 表 2 に まとめ た。

ま た ゴ マ 種 子 の 生産量に つ い て は こ こ 数年来大 きな変

動が認め られなか っ た こ と か ら，
1994 年 の デ ータ を表

3 に 示 した 。 東ア ジ ア 次 い で エ ジ プ トな ど ア フ リカ 北

部お よび中近東にお い て ゴ マ 種子 を利用 した 調理 の 記

載件数 が 多く，と くに 東 ア ジ ア で は黒 ゴ マ ，白 ゴ マ 共

に粒 ，粉 砕 そ して ペ ー
ス トとい うさ まざまな形態 で ゴ

マ が 利用 されて い た。『中国名菜譜』
s ｝

お よび 『中国名菜

集錦』
9〕

に よれば，中国に お い て は ゴ マ 油 の 利用 が ゴ マ

種子 よ り庄倒的に 多く，加熱媒体 として よ りも最後の

表 2．「世 界 の 食べ もの 」等 に 記載 の ゴ マ 種 子 を利用 した 調理

地 　域 国　名 ゴ マ の 形態 色 記載件数 記載 調理 名 ある い は 調理 法

東 ア ジ ア H 本

中国

大韓民国

台湾

モ ン ゴ ル

種 子の ま ま

種 子の まま

磨 砕

磨 砕

．
種子の まま

磨砕

磨砕

ペ
ー

ス ト

磨砕

磨砕

磨砕

粒

種 子 の ま ま

白

黒

白

黒

自

自

黒

白

？

黒

白

？

自

22216441

工

3

11

ぼ らの 茶漬 け
・

よ もぎ餅 の か ま焼 き

きりせ ん し ょ
・い わ し の ゴ マ 漬 け

ゴ マ 豆 腐 ・ゴマ さば

酢 うど の 黒 ゴマ まぶ し

肉末焼餅 ・快味鶏塊 ・笑 口 棗 ・鳳城魚 滑 ・面茶 ・胡 餅

元宵 ・曇豆巻 ・快 味鶏塊 ・鶏仔餅

寧波 湯 団
・杏仁粉 包湯 ・芝麻糊

＊ ・芝麻 餅
＊

芝麻醤
・
芝麻丸子 ・芝麻涼樵 ・棒棒 i鶏絲 ・麻醤蹄 筋

・

夫婦肺 片 ・成都担 担麺
・頼湯元 ・江 北堤」絲発 ・片 皮乳

猪 ・沙茶 醤

団子 類
・
ヤ ン ニ

ョ ム ・ソ ン ビ ョ ン

ケ シ ョ ク

ナム ル な ど各種 調理
＊＊聯

調 理 に ふ る

ハ ル バ

東南 ア ジア ビ ル マ （現 ミヤ ン マ ）

タイ

？

粒 ワ

11 タ ミン ジ ン

Sweet　dessert＊ 聯

東南ア ジ ア諸 島 イ ン ドネ シア 磨 砕 ？ 1 ケ
ー

キ

南 ア ジ ア イン ド

ブータン

磨砕

種子 の まま

？

？

41 ム ル ク・Chikki＊＊＊ ・Laddoo ＊ 堺 ELLU 　URUNDAI ＊＊＊

ザ ウ

中近東 イ ス ラエ ル

i・ル コ

レ パ ノ ン

ヨ ル ダ ン

ア フ ガ ニ ス タン

種 子 の ま ま

ペ
ー

ス ト

種子 の まま

ペ ース ト

ペ ース ト

ペ ース ト

種 子の まま

白

白

白

白

白

白

1314131ペ イ ゲ ル

Tahina ・Hummus ・Halva
ス ミ ・

ソ ト

Halva＊ ・Helva ＊ ＊ ・Helva　Sweet＊ ＊ ・TAHIN 聯

TahiniMoutabal
＊＊ ・Semak 　be　Salset　E正

＊ ＊ ・Tahina

ナ
ーン

ア フ リカ ア ラブ 首 艮国連邦

エ ジ プ ト

ソ マ リア

ナ イ ジ ェ リア

磨 砕

ペ ース ト

ペ ース ト

ペ ー
ス ト

磨砕

ペ ース ト

？

7

自

，

？

？

ユ

26111

フ ァ テ イ
ー

ル

Tahina　Paste・Hu   us 　Bi　Tahina

ターメイ ヤ ・ア イ シ フ ィ
ー

ノ
・
タ ヒ ーナ ・ゴ マ ソ

ー
ス ・

Tehinia 溜 ＊ ・Halaw 串

Sesalne　Candy 孝

煮 込む

ア ン グロ ア メ リカ ア メ リカ合衆 国 種 予 の ま ま 臼 1 ハ ン バ ー
ガ
ー

ラ テ ン ア メ リカ メ キ シ コ ペ
…

ス ト ？ 1 オ ア バ カ風黒い モ レ

　 ＊　 ラル
ース 料理 百科事典

5）

　＊ ＊　ア フ リカ
・
ア ラブ の 料理

7）

聯 ＊　ゴ マ 研 究 者の 質 聞紙 調査 回 答よ り

＊ ＊ ＊ ＊

　朝鮮料 理 全集
10，
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表 3．世 界各地 域の ゴ マ 種 子の 生 産量 （1000t／年 ）

地 　 　 　 域 1994 年生 産 量 内訳 （工万 t 以上 の 国）

東 ア ジ ア 568 中国 540 韓 国 28

東南ア ジ ア 70 タ イ 30 ベ トナム 28

東 南ア ジ ア 諸島 2 イン ドネ シ ア 2

南ア ジ ア 1．039 イ ン ド800　ミ ャ ン マ 187 バ ン グ ラ デ ィ シ ュ48

中近東 152 トル コ 34　パ キ ス タ ン 32　ア フ ガニ ス タ ン 24
イラ ク 15 イ エ メ ン 12

イラ ン 20

ア フ リカ 569 ス
ー

ダ ン 221　ウ ガ ン ダ 75　ナ イ ジ ェ リア 50
ア 31　中央 ア フ リカ 共 和国 29 エ ジプ ト28
25　ソ マ リア 22　ザ イー

ル 16　カ メ ル
ー

ン 16

　エ チ オ ビ

タ ン ザ ニ ア

チ ャ ド 13
ヨ
ー

ロ ツ ノ ぐ o

ア ン グ ロ ア メ リカ 0
一一
フ ァ ン ア メ リカ 149 メ キ シ コ 50　グア テマ ラ 26　ニ カ ラ グ ア 17

エ ル サ ル バ ドル 12　 コ ロ ン ビ ア 10

“　一
フ フ ジ ル 13

合 　　　計 2，5483 ユか 国

　　　　　　　　 日本 0．5× 工，000t〆年

仕 上げ に加 え る と い う調味料 的な使 われ方 が 多か っ

た。ゴ マ 種 予 は粒 の まま装飾的 な， また ペ ー
ス ト状 の

芝麻醤な ど調味料 的な利用 の 記載があ っ た。韓国に お

い て は，『朝鮮料理 全集』
10）

に 記載さ れ て い る調理 の 約

半数が ゴ マ 油単独 あ る い は ゴ マ 油 と半ず りに したす り

ゴ マ を併用 して い る調理 で あ っ た。中で もナ ム ル な ど

野菜料埋 に お け る使用頻度 は高 く，す りゴ マ を仕上げ
に ふ りか け た り， 調味液に混ぜ た使 い 方であっ た。日

本 へ は ゴ マ 種 子 が韓国経由で縄文 時代に伝播 した とさ

れ
2）

， 『日本 の 食生活全集』に は ゴ マ 種 子 を用 い た 調理

（件）

40

35

30

25

20

15

10

5

0

藩馨皺糶 蹕 飜 鬻 竊覇欝 離 飜糠驫鮮
東北地方

15．3±5，5
x2

」 6．7693

関東地方　　　中部地方　　　近畿地方　中国 地 方 四 国地方　九 州地方
18，4±6．3　　　　21．7±4．8　　　　24．7±9．1　　18．4±3，4　　16．3±4，3　　20．8±8．2

（p＝0．3427）

　図 L 　日本に お け る ゴ マ 種 子 を使 っ た 調理 名 の 出現 圓数

　　　　（農 山漁村文化 協会 『日本 の 食生活全 集よ り』）

（285） 33

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

日本調理科学会誌　Vol．29　 No ．4 （1996）

が 911件取 り上 げられ，す べ て の 県に お い て記載 が 認

め ちれ た。地方別 の 平均値 を求 めて 超 検定を行 っ た

と こ ろ， 有意差 は 認 め ちれなか っ た こ とか ら ， 全 国的

に ゴ マ を利用 した調理 が あ る こ とが 伺 え た （図 1）。和

え もの が半数近 くを占め て い る こ と ， す りゴ マ の 利用

が 約 60％ と多く，す り加減が 多様で ある こ とが 特徴的

で あっ た 。さらに 日本は 年 間約 14 万 トン の ゴ マ 種子 を

輸入 して い るこ と ， 中国は世界第 2位 の 生産量 で 輸 出

は 20％ 程度に す ぎな い こ と ， また韓国で は自国で の 生

産に加え輸入 も行 っ て い る こ とが
，

い ずれ の 国に お い

て もゴ マ の 需要 が 多い こ と を裏 付 け て い る と思 われ

た。

　東南ア ジ アお よび 東南ア ジ ア諸島に お い て ゴ マ 種 子

を生産 して い る国は外貨獲得 の た め に 半分程 度を輸 出

して お り，自国に お い て も利用 さ れ て い る と考 え られ

るが，中国系の住民が ゴ マ を使用 して い るとの 記述 が

あ っ た他は ， もと も との 地域住 民 に よる独 自の 利用法

は判明 しなか っ た。南ア ジ ア に お い て は イン ドの ゴ マ

種子 の 生産量は世界
一

で あ り， 輸 出量 もその 2 ．5％ で

あ っ て 多くの ゴマ を自国で 消費し，
ゴ マ 油 をマ ッ サー

ジ油 と して 使用する な ど 食用以外 の 用途は あるが ， 調

理 書へ の 記載はわずか で あ り，
ゴ マ 種 子 の 食品 と して

の 独 自の 利用法は 不明 で あ っ た 。

　一
方，中近東 で は ゴ マ 種 子 をペ ー

ス ト状に して 利用

する調理 が 圧倒的 に 多 く， さまざま な調理 の ベ ー
ス に

用 い られ るタ ヒーナ （Tahina ），
そ れ に砂 糖 を加えた 固

形菓子 で ある ハ ル バ （Helva）が 調査 資料お よび質問紙

調査 の 回答に 多数記載 が あっ た。中近東 に隣接す る ア

フ リカ の ア ラブ 首長国連邦や エ ジ プ ト，ま た ソ マ 1）ア

な ど に お い て もタ ヒーナ等 の ペ ー
ス ト状 で の 利用 が 目

立ち，中近東 と共通す るゴ マ 食文化 の 存在 が 認 め られ

た 。 古代 エ ジ プ トで は，ナ イル 川流域の パ ピ ル ス で つ

くっ た 紙 の 医薬書に ゴ マ の 効用 が象形文字で記 され て

い るこ とが ，1875年 ジ ョ
ージ ・モ リッ ツ ・エ バ ース に

よ っ て 明 らか に され て い る
2 ｝。古代 ギ リ シ ャ に お い て

もヒ ポ ク ラ テ ス を は じめ とする医者が 食養生 を説き ゴ

マ の 高栄養 を述べ
， さらに 古代オ リエ ン トで ゴ マ 種 子

の栽培 が ア ラビ ア全 土 に広が り， アラ ビ ア ン ナ イ トに

登場す る 「開け ゴ マ 」に象徴さ れ る ように， ゴ マ が 木

量 に 消 費さ れ る ように な っ た
2）。こ の あた りの 亜 熱帯

地域 で 乾燥気候 が ゴ マ の 生育 に 好 適 で あ っ た こ とか ら

古代 の 文 明 が 発祥 して 以来， 現在 まで 引 き続 きゴ マ が

生産され，利用 され る とい う古 い 歴 史が あ り，しか も

ゴ マ が 栄養価 の 高い 貴重 な食品 と認識 さ れ て い た こ と

が
， 手間 を か け て ペ ー

ス ト状 に した ゴ マ 種 子 をふ ん だ

34

ん に使 う調理 へ と導 い た背景に ある もの と考 え られ

た 。

　ア フ リカ南部 に お い て は ，
ゴ マ が ほ と ん ど生産 され

て い な く，また調理 書へ の 記載 も認 め られな い こ とや

ゴ マ 種子 を知 らな い との 後述 の 質問紙調査 の 結果もあ

る こ と か ら， あ ま り食用 され て い な い と考 えられた。

ゴマ が サバ ン ナ地帯か ら南方 へ 伝播 して い た と して も

地理的あ る い は 気候 的な条件 の た め に 生育 で きなか っ

た 可能性 が 高 い と考 え られ た。

　ア ン グ ロ ア メ リカ に は ，
17世紀以降に ゴマ 種子 が伝

播 した とされ て お り
2 〕

， 皮む き ゴ マ と い う， 機械文 明 の

産 物と い え る新規 な形態 を開発 した が ， 伝統的な食事

に ゴ マ が 組 み 込 まれ る に は 至 っ て い な い と考 え られ

た 。 ラテ ン ア メ リカ で は ， 気候的 に は ゴ マ 種 子 の 生産

に 適 し，グ ア テ マ ラ，
ベ ネズ エ ラ ， メ キシ コ ，エ ル サ

ル バ ドル ，ニ カ ラグア， コ ロ ン ビアな ど主要輸出国で

あるが ， 外貨獲得 の た め の 作物 で ある と思われ，当地

に お ける利用状況は不明 で あ っ た。

　 ヨ
ー

ロ ッ パ に お い て は ゴ マ を利用 した調理 の 記載は

見 あた らず ， また ゴ マ 種子の 生産お よび輸入 もな く，

香辛料を使 う肉食文化に ゴ マ 種子 は あ ま り受容 されな

か っ た と推定さ れ る。旧ソ連諸国に お い て もゴ マ を利

用 した調理 の 記述はな く，ゴ マ 種子 の 生産や 輸入 もさ

れ て お らず ，
目 常的 に 食用 さ れ て い な い と考 え られ た 。

　オ セ ア ニ ア に お い て は オ
ー

ス トラ リア で，世界 中で

最 も遅れ て 1940年以降 ゴ マ 種子が 栽 培 され る よ っ に

な り，
現 在 も研究段階で あ る

ll ＞。年間 5千 トン の ゴ マ 種

子を輸入 し， タ ヒ ニ （Tahini）や パ ン ，菓子 などに皮

む きゴ マ を利用 して い る
12”14）。既 存の 中近東 に お け る

ゴ マ ペ ー
ス トの 文化 お よび ア メ リカにおけ る皮む き ゴ

マ の 文 化 の 影響 を受け て い る可能性が 高い と考 えられ

た 。

　今 回の 資料調査 に よ り，
ゴ マ 種 干は ヨ

ーロ ッ
パ お よ

び 旧 ソ 連諸 国を除 く世界各地 に お い て，調理や食品 と

して 使 われ て い る こ とが わか っ た 。 東ア ジ ア に は ゴ マ

種子 の 色と そ の 磨砕状態 を 粒 ， 粉 お よび ペ ー
ス トと調

理 に より変化 させ た，さまざまな利用形態が存在 して

い た。中近東，ア フ リカ 北部 に お い て は ペ ー
ス ト とい

う共通する 調理 が 存在し ， ア ン グ ロ ア メ リカ に お い て

は皮む き ゴ マ とい う利用形態 に特徴が み られ た。

　 2． 質問紙調査

　 質問紙調査 の 回答数は，252件で 38か 国 に およん だ

（表 4）。回答者 の 年齢は 20歳代 38．6％ ， 30 歳代 30．9

％ ，
40 歳代 20．3％ ，

50 歳代 8．1％ ， 60歳代 1．7％ お よ

び 70 歳代 0．4％ で平均年齢は 34 ．95歳 で あ b ， 食習慣
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表 4．質問紙 調査 の 地域別 回 答数 お よ び そ の 内訳

東 ア ジ ア 51 中国 29 留学生 16，ゴ マ 研究 者 を通 して の 現 地 住民

韓 国 ユ6 留学生

台湾 6 留学生

東 南 ア ジ ア 38 タイ 13A 食品 会 社 海外事業 所 を通 じて の 現地 住 民

ミャ ン マ 1

シ ン ガ ポール 1

ベ トナム 23

東南ア ジ ア

諸 島

49 マ レ
ー

シ ア 3 留 学生

イ ン ドネ シ ア 25 留学生 4，A 食 品会 社 海 外事業 所 を通 じて の

現地住民ブ イ リピ ン 21

南ア ジ ア 5 イ ン ド 4 ゴ マ 研 究者 を通 して の 現地 住 民

ネパ ー
ル 1

中近 東 9 イス ラエ ル 3

レバ ノ ン 1

ゴ マ 研究 者を通 して の 現 地住民，日本 中近東

ア フ リカ 婦 人会 を通 じて の 現地出 身者

トル コ 3

ア フ リカ 15 エ ジ プ ト 4 囗本 中近東 アフ リカ婦人 会 を通 じて の 現地出

身者

ナ イジ ェ リア 2 留 学生

ソ マ リア 2

ガ
ー

ナ 4

ス ーダ ン 1

コ
ー

トジボ ア ール 2

ヨ ーロ
ツ

ノ f46 イ タ リア 6 ．A 食品会社 海 外事 業所 を通 じて の 現地 住民

オ ラ ン ダ 1 英 会話教 師

ドイ ツ 4A 食品会社 海外事業所 を通 じて の 現地住民

ス ペ イン 2

　一
7 フ ン ス 4A 食品会 社海外事業所 を通 じて の 現 地住 民

イ ギ リス 7

オ
ー

ス トリア 20

ス ロ バ キ ア 1 ゴ マ 研 究 者

ハ ン ガ リ
ー一 1

ア ン グ ロ ア

メ リカ

8 ア メ リカ 7A 食品会 杜 海外事 業所 を通 じて の 現 地 住 民

5，
ゴ マ 研 究者

カ ナ ダ 1 ゴ マ 研 究者 を通 じて の 現 地 住 民
一
フ テ ン ア メ

リカ

31 ブ ラ ジ ル 13A 食 品会 社海外 事業 所 を通 じて の 現 地 住 民，
ブ ラ ジ ル 移 民 2丗ペ ル ー 16

ア ル ゼ ン チ ン 1 留学 生

チ リ
ー．一 1

合 　計 252 38 か 国 252
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が ほ ぼ 確 立 して い る年齢層で あ っ て
， 調査対象 と して

問題 な い と判 断 さ れ た c ま た 男子 が 48．1％， 女 子 が

51．9％ で，性別 に よる偏 りは な い と思われ た 。

　2−1． ゴ マ 種子 の 知 名度 と食用割合

　まず，
ゴ マ 種子 の知 名度 と ゴ マ 種子 を食用 と して い

る割合 を図 2 に まとめ た。全回答者の うち ，
ゴ マ を知

っ て い る 人 は 96．0％，ゴ マ 種子 を食用 と して い る 人は

87．6％ とい う高い 割合 を占め た。地 域別に み る と ， 中

近東，ア ジ ア全般に お い て ，
ゴ マ の 知名度お よび 食 用

として い る割合 ともに 90− 100％ と高 か っ た。ア ン グ

ロ ア メ リ カ に お い て も知 名度 は 100％ で あっ た が，食

用割合は 90％ をわずか に 下 回 っ た。ヨ ーロ ッ パ に お い

て も知名度が 97．8％ と高 く， 食用割合は 76．1％ で あ

り， ラ テ ン ア メ リカ の 食用割合 も 77．5％ で ヨ
ー

ロ ッ
パ

と同程度で あ っ た 。ア フ リ カ と くに 南 ア フ リカ に お い

て 知名度 が 最 も低か っ た が ， 66．6％ とい う食用割合 で

　 　 〔％ 〕
100geBO70605040302010
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合割用食ぴよお度名知の子種ヤコ

あ っ た。前述 の 資料調査結果 と と もに こ の 調査か らも，

ゴ マ 種 子 は 世界的 に 知 ら れ ， そ して 利用 さ れ て い る食

品 で あるこ とが 明 らか に な っ た と い え る。今 回の 調査

対象者の年齢 の 平均 が 35歳で あり，
こ の 結果 は世 界 に

お け る 現 時点 の 食生活 を反映 して い る もの と 思 われ

る。

　 2−2，　 ゴマ 種子の利用 に つ い て

　次 に ゴ マ 種 子 の 具体的な利用 に つ い て 解析 を行 っ

た。家庭調理 に お け る 利用 頻度また加工 品や外 食で摂

取す るか の 質問に対 して
， 家庭調理 で よく利用 し て い

るの は南ア ジ ア の 60．O％， 次 い で 東ア ジ ア の 52．9％

で あ り， 中近東で 44．4％，ア ブ 11カ で 33．3％ で あ っ

た 。ヨ
ー

ロ ッ パ や 東南ア ジ ア，東南ア ジ ア諸島に お い

ては よ く利用 し て い る 回答者が わ ず か で あ り，両 ア メ

1Jカ に は い なか っ た （表 5）。 ま た家庭調理に お い て た

ま に 利用する と した の は ， 東ア ジ ア の 29．4％ が最 も高

く， 先 の よ く利 用 す る数 と併せ る と， 回答者の 82．3％

が家庭調理 に 利用 して い る こ とが わか っ た。
一
方 ， ア

ン グ ロ アメ リカ で 25％ ， ラテ ン ア メ リカ で 9．7％ が た

まに 利用する と い う結 果 で あ っ た。こ の 家庭調理 で の

利用 が あま りなか っ た 東南 ア ジ ア ， 東南ア ジ ア諸島，

ヨ
ー U ッ パ

， ア メ リカに お い て は ，
ゴ マ 種 子 の 加 工 品

ある い は外食 として の 摂取 が 60％ 前後で 比較 的高 か

っ た e 逆 に ゴ マ 種 子 の 家庭調理 に お け る利用が 多か っ

た 東 ア ジ ア に お い て は加 工 品や 外 食 と して ゴ マ 種 子 を

と る こ とは きわめ て 少 な か っ た （表 5）。

　 実 際 ゴ マ 種子 が使われ て い る調理 に つ い て 表 6に ま

とめ た e 家庭調理 で の 利用 が 多い 地域 に お い て は，ま

ず東ア ジ アで は焼 き物 ，
パ ン を は じ め，い ろ い ろ な調

理 に 幅広 く使わ れ て い て ，
ゴ マ が 多くの 調理 の 調眛 に

表 5．世 界各 地 に お け る ゴ マ 種 子 の 便 用状況

（％ ）

家庭 に常備 調
理 に よ く使 フ

家庭 に常備 調
理 に た まに 使
う

家庭 に常備 調
理 に ほ とん ど

使 わ な い

ゴ マ 種 子 の 加
工 品，外食で

食べ る

食べ ない

東 ア ジ ア 52，9 29．4 3．9 11．8 2．0

東爾ア ジ ア 10．5 15．8 2．6 65，呂 5．3

東南 ア ジ ア 諸島 4．1 12．2 10．2 65．3 82

南 アジ ア 60．O 0 20．0 20．0 0

中近 東 44．4 11，1 11．1 333 o

ア フ リカ 33．3 13．3 6 ．7 13．3 33．4

ヨ
ー

ロ ツ
パ 10．9 2．2 4．3 58．7 23．9

ア ン グ ロ ア メ リカ 0 25．0 25，0 37．5 12．5

ラテ ン ア メ リカ 0 9，7 6 ．5 61．3 22，5

数字 は 回 答数／そ の 地 域 の 全 回答 数 × 100（％ ）
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表 E．世 界各地 域 に お ける ゴ マ 種 子 を利用 した調理

（％） サ ラダ 煮物 ドレ ッ シ ン グ 焼 き物 ペ ー
ス ト ノ ぐン そ の 他

東ア ジ ア 33．329 ．435 、3 64．729 ．452 ．923 ．5

東 南 ア ジ ア 28．97 ．936 ，8 44．744 ．755 ，334 ，2

東 南ア ジ ア諸 島 工4．36 ．126 ．5 24．58 ，255 ．157 ．1

南ア ジア 2D．04 ．020 ．0 ユoo 20．040 ．08  ．0

中近朿 1L111 ユ U ．1 55．677 ．888 ．922 ．2

ア 7 リカ 2  ．00 6，7 20．04   ．033 ．340 ．0
ヨ
ー

ロ
ツ

パ 34．88 ．719 ．6 13．D8 ．780 ，46 ．5
ア ン グロ ア メ リカ 50．00 50．G 25．012 ．587 ．525 ．0

ラ テ ン ア メ リカ 9．7 ユ2．916 ．1 6．59 ．783 ，919 ，4

数字 は 回答数ノそ の 地 域の 全 回答数 × 100（％）

欠 か せ な い 役割 を担 っ て い る と考 え ら れ た。南 ア ジ ア

で も各 種 の 調理 に 利 用 さ れ て い た が ， 東ア ジ アに 比べ

る と焼 き物 の 100％ 以外 は 低 い 数字 で あ っ た。中近東
で は ， 他地域 よ りも圧 倒的にペ ー

ス トが 多い こ とが 特
黴 で あ り，パ ン や焼 き物 へ の 利用 もか な り多 く認め ら

れ た。一方 ， 加工 品等 の 利用 が 多か っ た 地域 をみ る と，
ヨ ーロ ッ パ や南ア ン グ ロ ア メ リカ，そ して東南 ア ジ ア

で は パ ン へ の 利用 が と くに 多い こ とが わ か っ た。また

ア ン グ ロ ア メ リ カ で は サ ラ ダ や ドレ ッ シ ン グに， ヨ
ー

ロ ッ パ で は サ ラダに ， 東南ア ジ アではペ ー
ス トや 焼き

物に も比較的 多 く使わ れ て い た。世界 の 中で は ゴ マ を

食用 として い る割合 が 低 か っ た ア フ リカ に お い て は
，

ペ ー
ス トと して の 利用 が 多 く， 次い で パ ン で あっ た e

　こ れ らの 結果 は ， 資料調査 の 結果 とほ ぼ
一

致す る も
の で あっ た。『世 界 の 食べ もの 』等 に 記載 さ れ て い た 調

理数 は多くは な か っ た が ， 世 界各地域 に お け る ゴ マ 種

子 の 代表的 な使 い 方 が 集約 さ れ て い るこ とが確認 さ れ

た 。 また 『世界 の 食べ もの 』の 刊行 か ら 10数 年経過 し

て い る に もか か わ らず ，
ゴ マ 種 子 の 使 い 方は 現在 も変

わ りが ない こ とか ら，ゴ マ 種 子 は その 地域 の 冂常的な

食事 の 中 に 定着して い る こ とを裏付け て い る と思 わ れ

た。

　2−・3．　 ゴ マ 種子 の 色 および焙煎の 有無 に つ い て

　世界各地域 に お い て 利用 され て い る ゴ マ 種 子 の色を

図 3に 示 し た。日本に お い て 黒 ゴ マ に対し て 白 ゴ マ と

い う呼 び 方をするた め に，同答群 の 中 に white とい う

言葉 を用 い た。と こ ろ が 実際 の ゴ マ 種子 の 色 は 真 っ 白

で は な い た め に，白 と ラ イ トブ ラ ウ ン の 区別等，回答

者の 主観 に 左右 さ れ た もの と考え ち れ る結 果 と な っ

た。しか し，ライ トブ ラ ウ ン を白系 と考え る と世界的

に は 白ゴ マ が 多 く，黒 ゴ マ の 利 用 は 東ア ジ ア ， 東南 ア

（289）

％
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東 東 東 南 中 ア ヨ ァ ラ

喜剪箏1・・｝7， 亠耆tTv
ア ジ ジ ア 　 カ ッ ア メ

ア ta　　
パ

酬
　　　島

　 図 3．世 界 各地 に おけ る食用 ゴ マ 種 子の 色

袈 1．　Le界各地域 に お け る ゴ マ 種 子の 焙煎 の 有 無に つ い て

（％〉 焙煎 しない 焙煎す る 両者 を使い 分 け る

東 ア ジア 2．0 66，7 31．4

東南ア ジ ア 5．3 44．7 44．7

東 南ア ジ ア 諸 島 12．2 32．7 51 ，0

南 ア ジ ア 0 20．0 80．O

中近東 33．3 22．2 44．4

ア フ リカ 6．7 13．3 4 ．0

ヨ
』

ロ
ツ

ノ ｛ 13．0 23，9 41．3

ア ン グ ロ ア メ リカ 0 50．0 37．5

ラ テ ン ア メ リカ 0 41．9 29．0

　数 字 は 回 答数 fその 地 域 の 全 回 答数 × 100 （％）

ジ ア お よび南ア ジ ア に ほ ぼ 限 定 さ れ て い る こ とが わか

っ た。

　ゴ マ 種．子 を焙煎す る と独 特 の 香 りが 生 じ る こ と は す
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’
で に 知 られて い る

19）
。 そ こ で こ の ゴ マ 種子 の 焙煎 の 有

無 と ゴ マ 種子 の 調理上 の 利用 形態あるい は調理 性 との

関連性 を明 らか に す る 目的で ， 調理 に際して ゴ マ 種 子

を焙煎して い るか ，い な い か を調べ た （表 7）。必ず焙

煎す る とした の は ， 東ア ジ ア で最 も多 くて 回答者 の

66．7％ を 占め ， 次 い で ア ン グ ロ ア メ リカ の 50． ％ で

あっ た 。 ま た東 南 ア ジ ア や ラ テ ン ア メ リカ に お い て も

40％ 以上 は常 に焙煎する ようで あっ た 。

一
方 ， 常に 焙

煎 しない と した の は，中近東で 多く， 回答者 の 33．3％

で あ り，他地域 に お い て は若
：F程度 で あ っ た 。 東南ア

ジ ア ， 東南ア ジ ア諸島， 南ア ジ ア ， 中近東 ア フ リカ，

ヨ
ー

ロ ッ パ に お い て は 調理 によ り焙煎する ， レな い を

使 い 分ける と した回答者が 多数を 占め た 。
ゴ マ 種 子 の

焙煎香を必 ずしも調 理 に 利用 して い な い こ とが察せ ら

れ る 結果 で あ り，視覚的な効果や 磨砕 に よ り発現する

テ クス チ ャ
ー等もゴ マ 種子 の 調理性 として 重視 され て

い る こ とが 考 え られ た。と くに 中近東で は洗い ゴ マ を

その まま調理 に 用 い る との 回答 もあり，比較的 多量 の

ゴ マ 種子 を完全に磨砕 したペ ー
ス トの 場合 ， 焙煎に よ

り生 じる香りが な い か ， ある い は ご く弱 い 程度 の 方が

適合す る もの と も考 えられ た。今 回の 調査 に お い て ，

ゴ マ 種子 の 焙煎 につ い て の 質問 の 設定 が やや あ い ま い

で あ っ た た め に ， Roast とい う解釈 が 的確 に さ れ て い

ない 懸念 が 残 っ た。た と えばパ ン 生地 に洗 い ゴ マ をつ

け て，オ
ーブ ン で 焙焼す る場合，ゴ マ を焙煎す る と い

う解釈 と洗 い ゴ マ を使用す る こ とか ら焙煎 しな い とい

　う解釈 が あ る と考 えられ た 。 回答の ば らつ きに もこ の

あ た りが 影響 して い る 可能性 が あるが ， 世 界的 に み る

　と ゴ マ 種子 を焙煎す る ， また 焙煎しな い で利用す る二

通 りがある こ とは 明 らか で ある と思われ た。

　　ゴ マ 種子 の 栽 培がサ バ ン ナ農耕文化 時代に始ま り世

界 中に伝播す る過程 で ，
ゴ マ が そ の 地域 の 食生活 に 根

付 き既存 の 食文化に 取 ワ入 れ ら れ て ゴマ 食文化を発展

　させ た 地域 と，
ゴ マ 種 子 を食品 として 利 用 し て い るが

独 自の 利用法は認 め ら れ ない 地域 が 存在す る こ とが 明

　らか に な っ た。そ して ゴ マ 食文化 は ゴ マ 種子 の磨砕 と

　い う調理 操作に 地域的 な特徴を有す る こ と が 判明 した

　と思 われ る。中近東あ る い は ア フ リカ 北部 で 多用 さ れ

て い た ゴ マ ペ ー
ス トは ゴ マ を十分 に磨砕し組織 を破壊

　する こ と で 油分 を分離した 均
一系で あ り， 東ア ジ ア の

　特徴的利用法 の ひ とつ で あ っ た す りゴ マ は 油分 が 組織

　に留 ま っ て い るか あ る い は わずか に分 離した 状態 の 不

　均
一

系 で あ り，ゴ マ 種子 はその 磨砕程度 に よ りさ ま ざ

　ま な 調 理 性 を発現する と考 えられ る 。 こ の 磨砕程度と

　の 関連 で ゴ マ 種 子 の 焙煎程 度が 自ず か ら定ま っ た と い

38

うこ と も考え られ．る。

　現在 ， 揺鉢 等の 磨砕 道具に 関する考古学的 な研 究
2°）

もすすめ られ て お り，
ゴ マ 種子 の 焙煎 の 有無 そ の 焙

煎に用 い る調理道具 との 関連ある い は ゴ マ 油 の 利用等

を検討 し ， さ らに その 地域 に おけ る食生活 と宗教や医

学な どの 文化的側 面 を総合的に 把握で きる と，各 ゴ マ

食文化 の 成立 した背景が明らか に され る と思 わ れ る e

ま とめ

世 界 に おけ る ゴ マ 種子の 利用 を資料調査 お よび質問

紙調査 で調べ た結果 ，
ゴ マ 種子 は 世界各地域 で 利用 さ

れ て い る こ とが 明 ら牟に な り，そ の 利用法に つ い て は

地域ご とに 特徴 が み られ た （表 8）。ゴ マ 種子 を ホー
ル

（粒状）での み 利用 して い た 地 域 は ア ン グロ ア メ リカ だ

け であり，他の 地域 は ゴ マ 種子 を磨砕 した使 い 方が 共

存 して い た。とくに東ア ジ ア の 中国に お い て は 寧波湯

団や芝麻糊 の よ うに す リゴ マ が あ り， また芝麻醤 棒

棒鶏絲 な ど に 用 い る ゴ マ ペ ー
ス トが あ り，ゴ マ 種 子 を

磨砕する こ とによ り発揮 される調理性 を包括 した 利用

法が み られ た。そ して ゴ マ 種子 を焙煎する こ とで豊か

な風味を醸成 させ て お り， 独 自の 優れ た ゴ マ 食文化を

築 い て い る と思われ た。日本は 中国あ る い は 韓国か ら

の ゴ マ 食文化 の 流 れ を汲 み なが らも，
ペ ー

ス トに 至 ら

な い 磨砕段階 の す リ ゴマ を用 い る食文化 を築 い て い る

こ とが推定さ れ た 。

表 8，世 界各地域 に おけ る ゴ マ 種 子 の 特微 的な 利 用 法

（290）

ゴ マ 種 子 の 利 用法

東 ア ジ ア 白系 ゴ マ 同 様黒 ゴ マ を 炒 っ て 利用す る。

形 態は粒 の まま，擂 り潰 し た状態，ペ ー

ス ト状 と多様で ある。各種 の 家庭 調 理 に

お け る調味料 的な利 用 が 多レ 

南ア ジア 自系 の ゴ マ が 多 く，各種 の 家庭 調理に 用

い るが，菓子類が 多 い 。炒 らな い こ と も

ある。食用 以 外 に宗教 的あ るい は 医薬 的

な 用 途が あ る。

中近東 自系 ゴ マ で タヒ
ーナ と称する ゴ マ ペ ース

トを家庭 調 理 あ るい は 食 品 と して利 用す

る 。パ ン へ の 利 用 も多い 。ゴ マ を炒 ら な

い 場合 もある。

ア フ リカ北部 白系 の ゴ マ ペ ー
ス トを家庭 調理 に利 用 す

る。ゴ マ を炒 ら ない 場合 もあ る。

ア ン グ ロ ア メ 11カ 家庭調理 での 常用 は少 な く， 加工 品や 外

食で 白系 の 皮 む きゴ マ を食す る，

ヨ ーロ ツ ノぐ 加 工 品や 外 食で 白系の 皮む き ゴ マ を食す

る。
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一方，ゴ マ ペ ー

ス トを盛 ん に利用 して い た の は 中近

東や 北 ア フ リカ で あ り， 焙煎 しな い か また は軽 く焙煎

した，ゴ マ 種子 を用 い た ハ ル バ
， タ ヒーナ な ど は独 自

の ゴ マ 食文化 の所産で あると思われた。南 ア ジ ア に お

い て もゴ マ 種子 の 利用 が 多か っ た が
， 今 回 の 解析か ら

は 特徴的 な 使 い 方 が 判明 しなか っ た 。

　本研究は 平成 3年度 （第 3 回）の 財 団法人味 の 素食

の 文化セ ン タ
ー

の 研究 助 成 を受 け て 行 わ れ た もの で あ

る 。 質問紙調査 には， 味 の 素株式会社海外事業部部長

小林 陽
一

氏な らび に 同社海外事 業所 の 方 々 ， 日本中近

東ア フ リ カ婦 人会会長重光綾子氏な らび に 各国の 担当

の 方々 ，さ らに 世界 の ゴ マ の 研究者お よび在 日留学生

の 方々 等多大な御協力 をい ただ きました 。 厚 くお礼を

申 し上げ ます。

　また 研究 の ご 指 導をい た だ き ま し た お 茶 の 水女 子大

学島田淳子教 授 に 深謝 い た します 。
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